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長野技術専門校（受電室）

特 記 仕 様 書

Ⅰ．工事概要

１．工事場所

章

1

各
章
共
通
事
項

１．適用区分

項　　目

２．工事内容

３．工事範囲

※「3．工事種目」すべてを工事範囲とする。

・「3．工事種目」のうち各工事項目における工事範囲は下記表のとおりとする。

ただし、他の工事種目は全て、今回工事範囲とする。

工事種目

工事項目

2　仮設工事

3　配管止水処理工事

4　止水板設置工事

5　止水板保管棚設置工事

Ⅱ．管理技術者等

設計事務所名

主任担当技術者

　意匠担当

（事　務　所　名）　（氏　　　　名）

　構造担当

　積算担当

　意匠担当

　意匠担当

Ⅲ.建築改修工事仕様

(1) 図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書等のうち、〇をつけ

○    　・公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（最新版）（以下「改修標準仕様書」という。）

（事　務　所　名）　（氏　　　　名）

担当技術者

管理技術者

　　たものを適用する。

○    　・公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（最新版）（以下、「標準仕様書」という。）

    　・建築工事標準詳細図（最新版）（以下「標準詳細図」という。）○

○    　・建築物解体工事共通仕様書（最新版）

○    　・敷地調査共通仕様書（最新版）

○    　・工事写真の撮り方　建築編（最新版）

○    　・公共建築木造工事標準仕様書（最新版）

    　・建設工事公衆災害防止対策要綱（建築工事編）　　　　　国土交通省大臣官房技術調査課・土地・建設産業局建設業課○

○    　・公共建築木造工事標準仕様書（最新版）

○    　・長野県建設リサイクル推進指針　　　　　　　　　　　　長野県建設部

７．石綿含有建材の調査 

(2) 電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの特記仕様書を適用す

　　る。なお、電気設備工事の特記仕様書は（　 ／　 ）図、機械設備工事の特記仕様書は（　 ／　 ）図による。

(3) 本特記仕様書の表記

1) 項目は、・ 印の付いたものを適用する。

10．技能士

○

○2) 特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。

   ・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。○
   ・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。○ ○
   ・ 印のみの場合は適用しない。

3) 特記事項に記載の［     ］内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

4) 特記事項に記載の（     ）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

5) 　 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号）」に基づく「環境物品等の調達Ｇ□

　「公共工事」においては表1中の品目ごとの判断の基準）を満たすものを示す。

　 の推進に関する基本方針（令和　年　月　 日変更閣議決定）」に定める特定調達物品における判断の基準（特定調達品目　 4   2   25

特　　記　　事　　項

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

・　風圧力

風速（Vo=　　　m/s）

地表面粗度区分 （・Ⅰ 　・Ⅱ 　・Ⅲ 　・Ⅳ）

・　積雪荷重 　　

平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域　別表（　　　　　　）

※　適用する　　　　・　適用しない２．工事実績情報の登録

３．電気保安技術者 ※　適用する　　　　・　適用しない

 [1.1.4]

 [1.3.3]

 [1.3.5]・「現場説明事項・施工条件明示事項」による４．施工条件明示事項

５．環境への配慮

1) 建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に

　 次の①から④を満たすものとする。

① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、 パーティクル

　 ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、

　 塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない

　 材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用す

　 る。

② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用

　 する。

③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ-n-プチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル等を含有しな

　 い難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、

   アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したもの

   とする。

６．材料の品質等

(1.4.1)[1.4.1]

1) 本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能

   を有するものとする。

2) 備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を

　 使用する場合は監督職員の承諾を受ける。

3) 標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法と

   する。

4) 本工事に使用する材料のうち、5)に指定する材料の製造業者等は、次の①から⑥の事項を

　 満たすものとし、その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し等）を監督職員に

　 提出して承諾を受ける。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。

① 品質及び性能に関する試験データを整備していること。 

② 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。 

③ 安定的な供給が可能であること。 

④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。 

⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。 

⑥ 販売、保守等の営業体制を整えていること。 

5) 製造業者等に関する資料の提出を求める材料 

 (1.4.2)[1.4.2]

　　床型枠用鋼製デッキプレート、鉄骨柱下無収縮モルタル、無収縮グラウト材、乾式保護材、

　　既調合モルタル、既調合目地材、ルーフドレン、吸水調整材、錠前類、クローザ類、

　　自動ドア機構、自閉式上吊り引戸機構、重量シャッター、軽量シャッター、

　　オーバーヘッドドア、防水剤、現場発泡断熱材、フリーアクセスフロア、可動間仕切、

　　移動間仕切、トイレブース、天井点検口、床点検口、グレーチング、屋上緑化システム、

　　トップライト、ポリマーセメントモルタル、鋳鉄製ふた

[1.5.1]

調査

※石綿含有建材の事前調査 

　工事着手に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、石綿含有建材の事前調査を行う。

　貸与資料（　　　　　　）

・分析による石綿含有建材の調査

分析対象

アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、クロシドライト、

トレモライト

分析方法

定性分析方法

材料名 （JIS A 1481-1）または

（JIS A 1481-2）

・　　　（箇所）

・　　　（箇所）

・　　　（箇所） ・　　　（箇所）

・　　　（箇所）

・　　　（箇所）

または(JIS A 1481-5)

(JIS A 1481-3)、(JIS A 1481-4)

定量分析方法

サンプル数　　1箇所あたり3サンプル

８．施工数量調査

採取箇所

・図示による　　・　

調査範囲及び調査方法　　※　図示　　　・　

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　　※　図示　　　・　

設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。９．設備工事との取合い

仮
設
工
事

2
１．騒音・粉じん等の対策

２．足場等

 [1.6.2]

 [1.6.3]

14．完成写真

13．完成図等

　　鉄筋調査

12．埋設配管・配線および

11．化学物質の濃度測定

※　適用する（一級技能士を採用している現場である旨の表示をすること。）

・　適用しない

適用工事種目

　防水改修工事 　・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業　　・ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水工事作業

　・ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業　　・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業

技能検定作業

３．既存部分の養生

　・塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業　　・ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業

　・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業　　・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業

　・FRP防水工事作業　　 　・左官作業  　・内外装板金作業

　・左官作業　　・ﾀｲﾙ張り作業　　・建築塗装作業　外壁改修工事

　建具改修工事

　内装改修工事

　・ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ工事作業　　・ｶﾞﾗｽ工事作業　　・自動ﾄﾞｱ施工作業

　・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業　　・ｶｰﾍﾟｯﾄ系床仕上げ工事作業

　・ﾎﾞｰﾄﾞ仕上げ工事作業　　・鋼製下地工事作業

　・壁装作業　　・大工工事作業　　・ﾀｲﾙ張り作業

　・建築塗装作業　塗装改修工事

　耐震改修工事 　・鉄骨組立作業　　・型枠施工作業　　・とび作業

　ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ･ALCﾊﾟﾈﾙ工事　・ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業

　・ｴｰｴﾙｼｰﾊﾟﾈﾙ工事作業

　・石張り作業　石工事

　植栽工事 　・造園工事作業

測定方法　　　※　パッシブ法（拡散法）　　　・　アクティブ法（吸引法）

　　　　　　　　検査機関

　　　　　　　　※　環境計量証明事業の知事登録がある者で、監督員が承諾した者

 (1.5.9)[1.7.9]

測定物質

　　※　ホルムアルデヒド　　※　トルエン　　※　キシレン　　※　エチルベンゼン

　　※　パラジクロロベンゼン　　※　スチレン

測定箇所（室）

　　　※　試料採取にあたっては、監督員又は監督員が指定する者が立会いの下に行う。

化学物質の室内汚染濃度指針値

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ

0.08ppm 0.07ppm

ﾄﾙｴﾝ ｷｼﾚﾝ

0.20ppm

ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ

0.88ppm

ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ

0.04ppm

ｽﾁﾚﾝ

0.05ppm

備　考

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　　　箇所

あと施工アンカー工事

6章および8章による

コア抜き、はつり工事等

※既存資料調査

・探査機（電磁波レーダー法又は電磁波誘導法）による探査

配管　・配線等の位置の墨出を行う

範囲

※図示による　　

・ 放射線透過試験

労働安全衛生法、「電離放射線障害防止規制」（昭和47年労働省令第41号）等に定める

ところによるほか、次による。

1) 作業主任者は、エックス線作業主任者の資格を有するものとし、資格を証明するもの

　 とし、資格を証明する資料を監督職員に提出する。

2) 放射線照射量は最小限のものとし、照射中は人体に影響のない程度まで照射器より

　 離れる。また、作業者以外の立入禁止措置を講ずる。

3) 露出時間は、コンクリートの厚さ等により、適宜調整する。

4) 付近にフィルム、磁気ディスク等放射線の影響を受けるものの有無を確認する。

5) 躯体の墨出しは、表裏でズレがないように措置を講ずる。

　 撮影枚数　　　枚　

   フィルムサイズ　

　 コンクリート厚さ　　　cm

※　作図する

　※　完成図（※　設計図書で示したもの全て　・　標仕表1.7.2による

　　作成方法　　・　原図　　用紙　　（・　トレーシングペーパーA1　　・　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　監督員の指示による）

 (1.7.1～1.7.3)(表1.7.1)

　　　　　　　　　　　　　作図方法（※　CADで作成し出力　　　　・　　　　　　　）

　　　　　　　　※　製本（原図の白焼き、見開きA１版（１部））

　　　　　　　　※　CADデータ（※　CD-R（２部）　　・　　　　　　　　　　）

※　保全に関する資料（２部）

下記のものを監督職員へ提出する。原版は撮影業者の保管とする。

撮影部位及び
分類・規格 画素数及び

提出部数
画質等

撮影者

・電子データ(JPEGフルカラ

箇所数

外観正面

:(    )箇所 　ー・圧縮率1/4程度)

上記と異なる外部 ・カラー印画紙キャビネ版

　アルバム綴じ:(　)箇所、

内部:(　)箇所

外部:(　)箇所、

内部:(　)箇所
電子データ（CD-R）程度
(JPEGフルカラー)

※　２部

1280×960ピクセ

ル以上かつ、撮 
影したデジタル

カメラの設定の

うち最高の画質

　アルバムは、黒表紙金文字入り、サイズはH320×D300程度とする。

※　２部

4500×3000ピク
セル以上で画像

補正を行ったも
の

業者
が承諾する撮影
者で、監督職員

撮影実績がある
建築完成写真の

・防音パネル

・防音シート

防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲

・図示による　　・　

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの

　別紙1「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置方式

　又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

外部足場

 [2.2.1][表 2.2.1]

 [2.1.3]

・設置する

（設置範囲　　・工事に必要な範囲　　・図示による　　・　　　　　　）

・設置しない

防護シート

・設置する

（設置範囲　　・工事に必要な範囲　　・図示による　　・　　　　　　）

・設置しない

 [1.7.2] 内部足場

・設置する

（※脚立、足場板等　　・　　　　　　）

・設置しない

材料、撤去材等の運搬方法

　種別(・A種　　・B種　　・C種　　・D種　  ・E種 )

C種：利用可能なエレベーター　（・図示による　　・　　　　　　）

D種：利用可能な階段　　　　　（・図示による　　・　　　　　　）

養生方法等

・既存部分

養生方法（※ビニルシート、合板等　　・合板＋防炎シート　）

・既存家具、既存設備等

養生方法（※ビニルシート等　　・　　　　　　） 

・既存ブラインド、カーテン等

養生方法（・ビニルシート等　　・　　　　　　） 　　　　　　　　　　　　　　　

 保管場所（・図示による　　・　　　　　　） 

・固定された備品、机、ロッカー等の移動

・図示による　　　※工事に支障となる範囲

既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一損傷等を与えた

場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。 

４．仮設間仕切り 仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所

・図示による　　・既存防火扉利用　　・　

仮設間仕切りの種別と材質等

種別 仕上げ（厚さmm） 塗装 充填材

・A種

・せっこうボード

  種類(・　　　　　　　　　)

  厚さ(・　　　mm  　※9.5mm )

・合板

・無し

・片面

・
・

※厚さ 50mm以上

グラスウール

[2.3.2][表 2.3.1]

 [2.3.1]

32k

　材種(・　　　　　　　　　）

  厚さ(・　　　mm 　 ※9mm )
・B種

・

防炎シート※C種

仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等

材質 仕上げ

※木製 ※合板張り程度

・・

グラスウール貼り　　※グラスウール32k（厚50㎜以上）

・無し

・片面

塗装 設置箇所

・　　　か所

・図示による

・有り

・無し

グラスウール貼り

５．監督員事務所 ・　設ける　　　※　設けない

規模　　※　10㎡程度　　・　20㎡程度　　・　（　　）㎡程度

構内既存の施設　　・　利用できる（　※　有償　・　無償）　　※　利用できない６．工事用水

７．工事用電力 構内既存の施設　　・　利用できる（　※　有償　・　無償）　　※　利用できない

 [2.4.1]

 [2.4.1]

 [2.4.1]

3

防
水
改
修
工
事

１．施工数量調査 調査範囲

・図示による　　・　

調査方法

・図示による　　・　

既存部分の破壊を行った場合の補修方法

・図示による　　・　

調査報告書（提出部数　・2部　　・　　　）

２．降雨等に対する養生

　　方法（とい共）

※改修標準仕様書3.1.3(5)(ｱ)～(ｳ)による

・

[3.1.3]

[1.6.2、3]

３．既存防水の処理 既存保護層の撤去

・行う（範囲　・図示による　　・　　　　　　）　　　・行わない

既存防水層の撤去

・行う（範囲　・図示による　　・　　　　　　）　　　・行わない

既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去 

・行う（・M4AS　　・M4ASI　　・M4C　　・M4DI　　・L4X）　　　・行わない

４．既存下地の処理 既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等

・図示による　　・　

P0S工法及びP0SI工法（機械的固定方法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした立上り

[3.1.4] [3.2.3、4、6]

[3.2.6]

部等の処置　　 

※改修標準仕様書3.2.6(4)(ｳ)(g)①～③による

・

設備機器架台、配管受部、パラペット、貫通パイプ回り、手すり・丸環の取付け部、塔屋出

入口部等の欠損部及び防水層末端部の納まり部の処理

※監督職員との協議による　　　・図示による

１．止水板 形状

そ
の
他
工
事

10
・組込式　・脱着式○ ○

施工箇所 ・ 標 準 　 　○

設計図

長野市篠ノ井　

浸水防止対策工事

○

建築主体工事

○

○

株式会社　ＡＢ.do一級建築士事務所 小林　均

小林　均
株式会社　ＡＢ.do一級建築士事務所

株式会社　ＡＢ.do一級建築士事務所

小林　均

株式会社　ＡＢ.do一級建築士事務所
小林　均

○    　・公共住宅建設工事共通仕様書（令和4年度版）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

県有施設浸水防止対策工事（その2）

○

A-01

MAP NAME MAP2025. 3 CONSTRUCTION　NAMESCALEDAY

1：501：25 特記仕様書　　 

長野技術専門校 受電室
　　　 A-1 A-3

長野技術専門校浸水防止対策工事
長野技術専門校
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道

16,000

市道

（篠ノ井中626号線）

12
,0

00

県
道 （主要地方道　戸隠・篠ノ井線）

グランド

体育館

機械実習棟

敷地境界線

敷
地

境
界

線

電気工事科
実習室

画像処理印刷科・木造建築科　実習室棟

監理棟

車庫棟

寄宿舎棟

危険物倉庫 自転車・バイク置場

実習室

更衣室棟

電気科実習室棟

建築科
材料倉庫

ゴミ置場

屋外便所

計画建物
受電室

案内図

篠ノ井駅

Ｎ

篠ノ井西中学校

主要地方道　戸隠・篠ノ井線

主
要

地
方

道
　

　
戸

隠
・

篠
ノ

井
線

一
級

河
川

岡
田

川

下六反交差点

布施五明交差点

計画地
長野技術専門校

A-02

MAP NAME MAP2025. 3 CONSTRUCTION　NAMESCALEDAY

1：10001：500 案内図・配置図　　 

長野技術専門校 受電室
　　　 A-1 A-3

配置図　（A=1）Ｓ＝1：500（A-3）Ｓ＝1：1000

N磁北 真北

10 20 30

４カ月

10 20 30 10 20 3010 20 30

準備工事

検査

概略工事工程表(参考)

月　日 １カ月 ２カ月 ３カ月
工種

着工準備・調査

建築工事

機械設備・電気設備工事

検査期間

製作図面作成 止水板取付

図面作成 外構工事 止水工事

不陸調整発電機置き場内工事

発電機置き場内工事

注１）　閉庁日とは、行政機関の休日に関する法律における行政機関の休日とする。

［施工時間］　　

工事施工条件

作業は、原則として開庁日の午前8時30分から午後5時30分までとする。

作業員等は、原則として校舎の内部に無断で立ち入らないこと。

本工事は、改修工事期間中の開校日も専門校生徒職員が入居し執務をしている「居ながらの改修工事」である。

また、来訪者が訪れるため、整然とした現場を維持し、第三者に対して細心の配慮をすること。

改修範囲周辺の備品等、工事に支障となるものの移動は、監督職員及び施設管理者と協議の元、行うこととする。

防犯の観点から、閉鎖及び施錠方法について、監督職員及び施設管理者と協議を行うこと。

その他、工事中に生じた施工条件については、監督職員との協議による。

工事施工にあたり、既存施設等に損傷を与えた場合、復旧その他の費用の負担は受注者の責任とする。

［敷地内への立入の制限］

［改修工事関係］

ただし、騒音や振動が発生する作業や、第三者の通行の妨げとなる工事は、閉庁日（注１）の午前8時30分から午後5時30分までとし事前に

原則として特段の制限はないが、事前に監督職員及び施設管理者と協議を行う。

監督職員及び施設管理者と協議を行う。

長野技術専門校浸水防止対策工事
長野技術専門校
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受電室 物置

ピット

*ハンドホール内電気室に
 配管等の浸水の恐れのある
 部分はコーキング処理にて
 閉塞処理する。

ＡＷ：下端高さＦＬ +2,100
　　　（ｗ 1,600×ｈ 900）

引分けＳＤｗ 1,800×ｈ 2,000

ＭＨ

+-0

+-0

止水板 （受電室内に止水板収納）

+300

止水板保管棚
スチールラック
　 W1800× D450× H1500

平面図　　（A=1）Ｓ＝1：25　（A-3）Ｓ＝1：50

1,865

2,
00

0

持ち手

止水板

長野技術専門校 受電室
　　　 A-03

MAP NAME MAP2025. 3 CONSTRUCTION　NAMESCALEDAY

1：501：25 平面図　　 

貫通部

水膨潤型樹脂製止水材

ケイカル板

ケーブラック貫通部部止水処理①　参考図

電気室側

50200

貫通部

ケイカル板

ケーブラック貫通部部止水処理②　参考図

電気室側

200

スポンジ

配管止水処理　参考図

電気室側

5010050

半割れＶＰ１００ｘ１０（既設配線を収容）止水処理を行う

ＶＰ１００ｘ２　　　　（予備）　　　　　止水栓を設置する

樹脂モルタル

水膨潤型樹脂製止水材

難燃モルタル

難燃モルタル

（上記の止水材はストパック同等品とする）

注意：止水板設置床部分は必要に応じてフラット処理をする。

符号 ／ 場所

【 既存 】

形　状

種類

材種 ／ 浸水防止性能等級

数量 ／ 見込 ／ 収納場所

金物ほか付属品

アルミ製止水板(脱着式)

アルミ押出形材　／　Ｗｓ－３以上 (漏水量：10L/(h･㎡)以下)

１箇所　／　パネル厚 30　／　－

など付属品一式(メーカー仕様)

ステンレス側柱、取手、締付クランプ、三方水密ゴム、

長野技術専門校浸水防止対策工事
長野技術専門校

WAP-1　／　既存ＳＤ

　棚 4段　※壁・床に固定

WAP－１



止水板保管棚

A-1 A-3
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受 電室　北面展開図　　　(A-1)S=1： 25 (A-3)S=1:50 受電室　東面展開図　　　 (A-1)S=1： 25 (A-3)S=1:50

受電室　西面展開図　　　 (A-1)S=1： 25 (A-3)S=1:50受電室　南面展開図　　　 (A-1)S=1： 25 (A-3)S=1:50

長野技術専門校 受電室
　　　 A-04

MAP NAME MAP2025. 3 CONSTRUCTION　NAMESCALEDAY

1：501：25 展開図　　 

スチールラック
　 W1800× D450× H1500
　棚 4段　※壁・床に固定

止水板保管棚
スチールラック
　 W1800× D450× H1500
　棚 4段　※壁・床に固定

止水板　 WAP-1

長野技術専門校浸水防止対策工事長野技術専門校

止水板　 WAP-1
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止水板詳細図　　 

長野技術専門校 受電室
　　　 

1：5 1：10
A-1 A-3

ＳＤ部分詳細図　　　Ｓ＝1：5（Ａ-1）Ｓ＝1：10（Ａ-3）

ＳＤ部分詳細図　　　Ｓ＝1：5（Ａ-1）Ｓ＝1：10（Ａ-3）

M12-袋N+平W M12-袋N+平W

M12-袋N+平W

M12-袋N+平W M12-袋N+平W

M12-袋N+平W

コーキング

防水パネル

締付ハンドル

ステンレス取手

側部水密ゴム

側部レール

アンカー金物

側部レール取付芯

M12-袋N+平WM12-袋N+平W

M12-袋N+平W

M12-袋N+平WM12-袋N+平W

M12-袋N+平W

０
穿

孔
長

6
0以

上

０サッシ枠より35 ０サッシ枠より35

(5
)

M12-袋N+平W

M12-袋N+平WM12-袋N+平W

M12-袋N+平W

M12-袋N+平W M12-袋N+平W

24

FL

コーキング

M12-袋N+平W M12-袋N+平W

防水パネル

締付ハンドル

ステンレス取手

下部水密ゴム

側部レール

注意：止水板設置床部分は必要に応じてフラット処理をする。

長野技術専門校浸水防止対策工事長野技術専門校


